
 

 

第１６回 旅行動向シンポジウム 

 

～あらたな市場を切り拓く女性の感性～ 
～あなたが知らない「上質ごこち」「ときめき消費」教えます～ 

同時発表：２００７年の旅行動向見通し 
 

２００６年１２月２２日（金） 1３：３０～１７：３０ 

東京・大手町 経団連会館 
 

＜主催＞ 財団法人日本交通公社 

 

◆ご案内◆ 

この１、２年の間に消費マインドは徐々に積極性を増してきていると云われて

います。しかしその一方で商品カテゴリやマーケットセグメントとしては特段に

好調なものがなく、トレンドが見えにくくなっています。旅行・観光の分野も同様

です。消費市場の成熟化が一段と進み、マーケットを読み解くにもこれまでと

は違うキーワードが要る時代にさしかかっているようです。 

 

今回のシンポジウムはテーマを「あらたな市場を切り拓く女性の感性」と題し、

消費者の感性を追い続けて来られた伊藤忠ファッションシステムの川島蓉子

氏と、結婚しないシングル男女の消費行動に詳しいインフィニティの牛窪恵氏

（近著「独身王子に聞け」）のお二人をお招きし、３０～４０代の女性の消費行

動にターゲットをおいてディスカッションを行います。価格でもなく、高級感でも

ない、ひとの感性に響く消費こそが、これからの市場を活性化させるパワーの

源泉となっているようです。パネラーの生の言葉から、その力を感じ取っていた

だきたいと思います。 

 
また第一部では２００６年の旅行・観光マーケットの動向と２００７年の予測に

ついて財団法人日本交通公社の観光経済分析チームから報告させていただ

きます。 
当シンポジウムを今後の観光地活性化やビジネスにお役立て頂けますよう、

多数の方々のご参加をお待ちしております。 
 

＝参加者特典＝ 

「2007 年旅行の見通し」「JTBF 観光経済レポート vol.13(12 月中旬発行予定)」を 

各１部差し上げます。 



◆プログラム◆ 

１２：３０ 開場 

１３：３０ 開会・主催者ご挨拶 

 第１部 ２００７年の旅行動向見通し 

２００６年の旅行・観光マーケットはどのような状況であったか、そして２００７年はどのよう

な年になるのか、旅行・観光マーケットのトレンドを分析し、最新の調査結果から、市場に

働いているダイナミズムに迫ります。この場で、例年どおり、２００７年の旅行見通しの発表

を行います。 

 プレゼンター：財団法人日本交通公社 観光経済分析チーム 

１４：５０ 休憩 

１５：１０  第２部 パネルディスカッション 

 あらたな市場を切り拓く女性の感性 
 ～あなたが知らない「上質ごこち」「ときめき消費」教えます～ 

今日の消費マーケットにおいては成熟化とともに、階層化、二極分化が進んでいると言

われています。しかし、消費の経験値が上昇し、自分のモノサシを持った消費者の行動は、

こうした単一の軸で切り分けられるようなものではなくなってきているようです。 

高級や高品質といった客観的な尺度ではなく、消費者の主観的な感性に訴えかけるも

のが消費の現場で力を持ち始めているのではないか。川島蓉子氏は、３０～４０代を中心

とする成熟した消費者が支持するクオリティについて「上質ごこち」というキーワードを提案

しています。牛窪恵氏は、市場をリードする同年代シングル層の消費行動の読み解きを

通じて、何が彼らの消費マインドに働きかけているか、生の言葉を使って描き出していま

す。女性たちのこのような感性がどんな市場を作り出しつつあるのか、事例から具体的に

考えて行きます。 

 [パネラー] 

 伊藤忠ファッションシステム株式会社 

事業開発室マーケティングマネジャー 

1961 年新潟市生まれ。早稲田大学商学部卒業。1984 年、伊藤忠ファッションシステム株式会

社入社。著書に「おしゃれ消費ターゲット」（幻冬舎）、「TOKYO 消費トレンド」（PHP 研究所）、

「ビームス戦略」（PHP）、「伊勢丹な人々」（日本経済新聞社）、「上質生活のすすめ」（マガジン

ハウス）、｢ブランドのデザイン｣（弘文堂）など。 

 マーケティングライター/インフィニティ代表取締役 牛窪 恵 氏 

1968 年東京生まれ。日大芸術学部映画学科卒業。大手出版社での編集及びＰＲ担当、2001

年４月、マーケティングを中心に行う有限会社インフィニティを設立。著書に『男が知らない「お

ひとりさま」マーケット』、『独身王子に聞け！』（ともに日本経済新聞社）、及び 06 年 12 月刊行

予定として『Ｈａｈａｋｏ（ハハコ）世代をねらえ！～男が知らない母娘の 消費と恋と胸のウチ』

（ダイヤモンド社）など。 

 コーディネーター 財団法人日本交通公社 理事 小林英俊 

※パネリストはやむを得ず変更となる場合がございます。 

１７：３０ 閉会 

川島 蓉子 氏 



◆参加要項◆ 
 
 
◇開催日 ２００６年１２月２２日（金） １３：３０～１７：３０ 

 

◇会 場 東京・大手町／経団連会館１１階 国際会議場 

                 東京都千代田区大手町１－９－４（地下鉄大手町駅下車１分） 

                ＴＥＬ：０３－３２７９－１４１１（代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇参加費 一   般 １５，０００円 

 賛助会員 １３，５００円 

※ ２名様以上でお申し込みの場合、お２人目からは 10,000 円でご参加いただけます。 

（財団法人日本交通公社の賛助会員は 9,000 円になります） 

※ お申し込みの方には当日「2007年旅行の見通し」「JTBF観光経済レポートvol.13(12月中旬

発行予定)」を１部差し上げます。但し２名様以上の割引料金 10,000 円でご参加の方は対象

外とさせていただきます。 

 

◇募集人員 ２００名 

 

◇申込方法 裏面の参加申込書にご記入のうえ、ＦＡＸにてお申し込み下さい。また、当財団ホーム

ページ（http://www.jtb.or.jp）でも申し込みを受け付けておりますのであわせてご利用

下さい。お申し込み受付後、参加証と請求書をお送りします。 

※ 参加費ご請求後のお取り消しはご容赦願います。 

 

◇申込締切 １２月１５日（金） （ただし、定員に達し次第締め切らせていただきます） 
 
 



ＦＡＸ：０３-５２０８-４７０７ (財)日本交通公社 中野 行 

「第 16 回 旅行動向シンポジウム」 参加申込書 

 
◆お申込み日：   月   日 

貴 社 名 
 

ご 住 所 
〒 

業  種 

              （番号に○をお付け下さい） 

１．官公庁    ２．旅行業      ３．観光関係団体 ４．政府観光局 

５．航空会社   ６．旅館･ホテル   ７．運輸       ８．シンクタンク 

９．金融･保険  10．大学･専門学校 11．報道      12．ＪＴＢ関連 

13．その他（                      ） 

ふ り が な   

お 名 前 
1 2 

部 署 名   

役 職 名   

ＴＥＬ   

ＦＡＸ   

E-mail   

通信欄   

※ご記入いただいたお名前・ご住所には、今後の旅行動向シンポジウムのご案内や当財団のセミナーや出版物

のご案内をお送りさせていただく場合がございます。このような情報類を希望されない場合は下記へご連絡い

ただきますようお願いします。 

◆お申し込み・お問い合わせ◆ 

財団法人日本交通公社  観光文化事業部 

TEL：０３－５２０８－４７０４  FAX：０３－５２０８－４７０７ 

〒100-0005 東京都千代田区丸の内１－８－２ 第一鉄鋼ビル９階 

URL：http://www.jtb.or.jp  E-mail：jtbfseminar@jtb.or.jp 

 
 

事務局使用欄 No. 入力    ／ 参加証・請求書送付   ／ 

 


